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〈第 5 分科会〉

つなぐ広報、ひらく大学
～教職協働で育む大学の魅力と未来～

立命館大学 生命科学部 教授  木村　修平
コーディネーター

○本分科会のねらい
本分科会では、大学広報の多様なあり方と可能性を共有する。京都芸術大学・立命館大学・大阪大学の

広報担当者が登壇し、大学公式サイトや SNS、YouTube チャンネル、パンフレットなど多様なチャンネル
を通じた広報活動を紹介する。教員の研究成果や学生生活の実際、クラブや団体の活躍、新設備や施設の
紹介といった事例に加え、ブランディングや入試広報との関わりなどについても紹介される。また、教員
と職員が協働しながら受験生・在学生・卒業生・地域社会といった幅広いステークホルダーに大学の魅力
を伝える多様な実践が紹介される。パネルディスカッションを通じて、教職協働で育む大学広報の現在と
未来を展望する機会としたい。

○報告の概要
冒頭、コーディネーターの木村が開催の趣旨を説明し、タイムテーブルを確認した。あわせて、登壇者

の講演中に質問やコメントを受け付ける Web フォームの QR コードを提示し、参加者に対して随時投稿で
きることを案内した。

1 人目の登壇者である京都芸術大学・広報課長の木原考晃氏からは、同大学における広報戦略と具体的な
実践について報告があった。まず、大学広報を「認知→関心→資料請求→イベント→志願」といった流れ
で捉える広報ファネルの考え方が示され、特に大学広報では「認知がなくても資料請求が起こる」という
特有の構造があることが説明された。芸術系の進路を考える受験生の割合はこの 10 年間、ほぼ 3％で推移
しているというデータに基づき、その 3％に確実に刺さるための工夫として、現役学生を中心とした「尖っ
た」パンフレット制作などの取り組みが紹介された。

2 人目の登壇者である学校法⼈⽴命館・総合企画部・広報課長の勝屋藍太氏からは、学園広報の体制と具
体的な取り組みについて報告があった。まず、学園の広報体制が紹介され、大学や附属校など学園全体か
ら情報を集約し、メディア対応や Web・SNS 発信などを通じて学園ブランドの向上を図っていることが説
明された。広報活動では、学園の理念や教育・研究の成果、学生の活動などを多角的に発信し、幅広いステー
クホルダーに学園の魅力を伝えることを重視している点が示された。次世代研究大学を中期目標に掲げる
立命館大学では特に研究成果の発信に力を入れており、研究内容を記者に向けてわかりやすい言葉でプレ
スリリースすることを心がけていることなどが紹介された。

最後の登壇者である大阪大学広報・ブランド戦略本部クリエイティブユニット・准教授の岡堅太氏からは、
大学広報におけるブランディングの重要性と組織体制の改革について報告があった。従来の縦割り型の広
報体制ではブランド戦略の実行が困難であることから、大阪大学では広報課とクリエイティブ機能を統合
した「広報・ブランド戦略本部」を設置し、部門横断的な体制の構築を進めたことが説明された。この体
制により、大学内の情報共有の速度が向上し、たとえば 2025 年の坂口志文・大阪大学特任教授のノーベル
生理学・医学賞受賞時には、短時間で広報物の制作や受賞記念グッズの商品化を行うなど、迅速な対応が
可能になった事例が紹介された。また、広報部門に教員が着任することで、ブランディングに研究者目線
を取り入れられることや研究者とコンタクトを取りやすくなることなどの利点があり、教職協働による広
報体制の意義が紹介された。

○報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
3 名の登壇者による講演に続き、休憩を挟んで、登壇者全員によるパネルディスカッションが行われた。

司会はコーディネーターの木村が務めた。
京都芸術大学の木原氏からは、大学広報においてはジョブローテーションや人事異動の影響により、知

識や経験が組織に蓄積されにくい課題があることが指摘された。さらに、芸術系大学の広報においてはター
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ゲットを徹底的に絞り込み、その層に強く響く表現を行うことの重要性が改めて強調された。
また、大学における新しい取り組みをいかに社会に伝えるかという観点から、立命館大学における 2026

年度のデザイン・アート学部開設についても話題となった。同学部に着任予定の木村から、デザインとい
う概念が広報やブランディングにどのように通じるのかについて岡氏に質問が寄せられた。これに対し、
デザインとは単なる装飾性を指すものではなく、課題発見や問題解決につながる思考として位置づけられ
るものであるとの説明がなされた。これを受け、勝屋氏も交えながら、学校法人立命館が目指す小中高段
階の探究学習と大学・大学院における課題解決・社会実装との接続という観点から意見交換が行われた。
あわせて、大学組織内にクリエイティブ機能を持つことの重要性についても意見が交わされ、目的意識の
共有や信頼関係の形成につながる可能性が指摘された。

さらに、会場からは大学広報の具体的な実務に関する質問も寄せられた。京都芸術大学の木原氏には、
学生主体のパンフレット制作やブログ記事執筆など、特徴的な広報活動について教員の合意をどのように
得ているのかという質問があったほか、同大学の通信教育部と広報の関係についても議論が行われた。木
原氏は、通信制教育の運営には IT 基盤が不可欠であり、DX と広報は教育プラットフォームの構築や学習
環境の整備とも密接に関係していると説明した。

立命館大学の勝屋氏には、大学広報の多様な業務をどの程度の体制で担っているのか、また外部との連
携をどのように進めているのかという質問が寄せられた。さらに大阪大学の岡氏には、インハウスのデザ
インチームを持つ体制について質問があり、学内の情報をどのように収集しているのかについても議論が
行われた。岡氏は、チャットツールなどのデジタル手段だけでは十分ではなく、研究者や関係者と直接顔
を合わせる機会を意識的に作り、取材や現場への立ち会いなどを通じて情報を得ることが重要であると述
べた。

大学広報の実践や課題について多角的な議論が展開され、本分科会は盛況のうちに終了した。
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ご発表

京都芸術大学 広報課 課長：

木原 考晃 氏

ご質問・コメントをお寄せください

開会挨拶・趣旨説明

● 立命館大学の学部横断型英語教育=プロジェクト発信型英語プログラム(PEP)
● PEPでは教育・研究サイクルに広報が組み込まれている

アイデアを思いつく アイデアを実践する

広広報報課課にに連連絡絡＆＆取取材材依依
頼頼

広広報報課課にによよるる発発信信

協力事業者の
対外アピール

学生の晴れ舞台

次の取り組みの
きっかけに

学内プレゼンス
の向上

NTTのAI自律走行型ロボット「temi」を英語ポスター発表大会に導入した際の例(2023年)

第5分科会のプログラム(敬称略)

● 14:30–14:35
○ 開会挨拶・趣旨説明：立命館大学 生命科学部 教授：木村修平

● 14:35–15:00
○ 京都芸術大学 広報課 課長：木原考晃 氏

● 15:00–15:25
○ 立命館大学 広報課 課長：勝屋藍太 氏

● 15:25–15:50
○ 大阪大学 広報・ブランド戦略本部 准教授：岡堅太 氏

● 15:50–16:00
○ 休憩・質問整理

● 16:00–17:00
○ 3大学合同パネルディスカッション＋質疑応答

ご質問をお寄せください

● パネルディスカッションで取り上げる質問をお寄せください

● 上記URLより匿名でご質問いただけます

● いただいたご質問すべてに回答できるとは限りませんのでご了承ください

概要
本分科会では、大学広報の多様なあり方と可能性を共有する。
京都芸術大学・立命館大学・大阪大学の広報担当者が登壇し、大学公式サイトや
SNS、YouTube チャンネル、パンフレットなど多様なチャンネルを通じた広報
活動を紹介する。
教員の研究成果や学生生活の実際、クラブや団体の活躍、新設備や施設の紹介と
いった事例に加え、ブランディングや入試広報との関わりなどについても紹介さ
れる。
また、教員と職員が協働しながら受験生・在学生・卒業生・地域社会といった
幅広いステークホルダーに大学の魅力を伝える多様な実践が紹介される。
パネルディスカッションを通じて、教職協働で育む大学広報の現在と未来を展望
する機会としたい。

つなぐ広報、ひらく大学
～教職協働で育む大学の魅力と未来～

第31回FD・SDフォーラム
第5分科会

2026年2月28日（土）同志社大学良友館 RY203

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

木村　修平　立命館大学 生命科学部 教授
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パネルディスカッション休憩

16:05に再開します

ご質問・コメントをお寄せください

ご発表

大阪大学 広報・ブランド戦略本部 准教授：

岡 堅太 氏

ご質問・コメントをお寄せください

ご発表

立命館大学 広報課 課長：

勝屋 藍太 氏

ご質問・コメントをお寄せください

スライド 7

スライド 9

スライド 8

スライド 10
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6

立命館大学の概要

学生数

34,883名
大学院生

4,380名
学部・研究科

16学部 21研究科
創立

1900年

京都
衣笠キャンパス

滋賀
びわこ・くさつキャンパス

大阪
大阪いばらきキャンパス

理工学部
生命科学部
薬学部

経済学部
スポーツ健康科学部
食マネジメント学部

法学部
文学部

産業社会学部
国際関係学部

経営学部
政策科学部
映像学部

グローバル教養学部
総合心理学部
情報理工学部

5

立命館学園の概要

創始155周年
創立125周年

2025年2つの大学
4つの高等学校
4つの中学校
1つの小学校

学生・生徒・児童
約50,000名

卒業生
立命館大学

446,000名
APU

25,000名

立命館学園は、2025年に創始155年・学園創立125周年を迎えた、長い歴史と伝統を持つ私立総合学園のひとつ

北海道、滋賀、京都、大阪、大分にキャンパスをもち、2大学、4附属高等学校、4附属中学校、1附属小学校、学生・生徒・
児童総数約5万人を擁する、個性と国際性の豊かな総合学園

 立命館学園の紹介
 立命館の広報戦略
 広報アクション事例
 研究広報
 学園政策
 学生活動

INDEX

3

学園広報の体制と役割

学園広報室立命館大学

APU

附属校

情報集約

広報課
職員 15名
■メディアグループ
■WEB・SNSグループ

学内外に
広報

学園広報活動
立命館学園のブランディング向上
• 学内外の幅広いステークホルダーに対して学園の
理念・成果・活動を多角的かつ魅力的に発信

• メディアミックス戦略で学園ブランドのさらなる
向上・学園の取り組みへの認知度と信頼性を向上

広報基盤の確立
• 学園の取り組みへの報道機会の創出
• 各校・各部課から最新かつ有益な情報を収集し
戦略的な広報活動に活用

立命館大学入学センター

入試広報課
立命館大学の
入試広報活動

広報

広報

連携

自己紹介

学校法人立命館
総合企画部広報課

勝屋藍太 Aita KATSUYA

兵庫県出身。大学卒業後、新卒でシステム会社に入社し、システムエンジニアとして鉄
道会社の設備検査管理システムやインフラ関連会社の石油バルブシステムに関する業務
に従事。2009年に学校法人立命館に入職し、教学部にて教養教育、イノベーション教
育、キャリア教育、大学院キャリアパス支援に関する業務を担当。その後、文部科学省
に出向し、若手研究者・博士課程後期課程の支援や初等中等教育における科学技術政策
に関する業務を担当。2024年より現職。

学園広報展開
学校法人立命館

学校法人立命館総合企画部広報課
課長  勝屋藍太

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

勝屋　藍太　学校法人立命館 総合企画部 広報課 課長
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12

メディアに取り上げてもらうために重視する要素

「日本初」「大学初」などこれまでになかったもの、
「最大級」など規模感のあるもの他と異なる独自性や
ユニークなポイント。それが伝わる数字やデータ。

特異性

季節性や記念日・周年（例：花粉症、国際女性デー）
その時の世の中の情勢やトレンド（例：大阪・関西万博)

本学・団体が関わりのある地域に根付いたもの
 (立命館大学であれば、京都・草津・茨木・梅田 など)

社会が抱える課題に対し、解決に貢献するもの
 (例：少子高齢化、地域過疎)

人間味がある・感情に訴えかけるもの 
（例：苦労、努力、長年の研究の結果ようやく達成した)

大学が行政や民間企業と連携し技術の研究開発や、
新事業の創出

インタビューができる教授がいる
のか、撮影できる画や体験がある
のか 
（例：実証実験の様子やプロダク
ト、イベントなど）

学生・生徒・児童を巻き込んだ
アクションや学生らが自発的に
取り組むもの時節・世相

地域性

社会貢献

ストーリー

産官学連携

一
般
的
に
メ
デ
ィ
ア
ニ−

ズ
の
あ
る
要
素

特
に
大
学
話
題
で

メ
デ
ィ
ア
ニ−

ズ
の
あ
る
要
素

学生アクション

取材先

メディアに情報を取り上げてもらうために、
メディアが関心を持てる・報道価値に値する要素=PR視点を盛り込むことが重要

11

情報収集・共有・発信のイメージ

 「ソーシャルインパクト」を創出する総合学園と
して、学内外での認知度向上やブランドイメージ
の一貫性の確立を目指す

 法人全体の広報活動を包括的に強化し、定量的評
価に基づいたブランディング戦略を策定・実行

 広報経験が浅いスタッフが多く、かつ定期的な人
事異動がある中で、メディアリレーション基盤を
1-2年かけ体系化し組織としてナレッジを蓄積

情報共有・収集
 他部署・学園からの依頼

や広報課員の情報収集に
より話題が発生

 各キャンパスや附属校の
情報を効率的かつスピー
ディーに収集し、全体共
有

発信
 情報発信の実施有無、適切な広報アクション、

スケジュールや具体的作業について検討・決定
 集まった情報を広報課全員で共有し8つの観点

に基づいて、PR視点でどのように発信すべき
かを全体的な視点で検討

編集会議

特異性
時節・世相
地域性
社会貢献

ストーリー
産官学連携

学生アクション
取材先

編集会議
学園情報を収集

発
信

情報
収集他部署・学園

からの依頼
大学
HP

SNS

メディア
プレス
リリース

学内
広報

広告

動画

衣笠

BKC

OIC
APU

附属校

10

 大学を取り巻くステークフォルダーは多様。
 多様なステークホルダーへの訴求は、それぞれに適した広報発信方法が必要

学生・生徒・児童

教職員

父母

校友(卒業生)

高校生・受験生

社会人一般

共創パートナー
(企業・自治体等)

首都圏ビジネス層
メディア関係者

大
学
Ｈ
Ｐ

学内報
HOT 

NEWS
教職員
ポータル
UNITAS

オウンド
メディア

shiRuto
TanQ
など

SNS
X

Instagram
Facebook

交
通
広
告

リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト

動画
YouTube
など

テ
レ
ビ

新
聞

入試
サイト 説明会

展示会

父母メール・サイト

校友向け広報誌
「りつめい」

校友向け
サイト

WEB
メディア

プレスリリース
プレスセミナー

記者発表/記者レク/記者懇談会

イ
ン
タ−

ナ
ル

エ
ク
ス
タ−

ナ
ル

多様な発信方法による多様なステークホルダーへの訴求

9

 125周年期間の全ての取組を立命館の「ソーシャルインパクトを創出する学園」という文
脈にのせて発信（ストーリー化、支流から本流に合流）

 教員や学生の掘り起こし・発信も含め、広報起点での戦略的なファクトづくりを行う。教
育・研究・学生生活をはじめ、学園の主要な取り組みに広報が検討段階から参画（広報は
単なる情報発信ではなく戦略的なファクトづくりを担う）

 2025年度前半期はデザイン・アート、後半期は宇宙地球研究展開を軸とし、関連部門と
連携しながら重点的に広報を行う

 125周年記念事業期間 (2024～2026年度) に立命館が目指す姿「ソーシャルインパクトを創出
する学園」がステークホルダーにしっかりと伝わっている（目指す姿・各種取り組みに対
する認知）

 理解・共感を通じ、立命館の“社会価値”＝「立命館はなぜいいか・立命館を選ぶ理由は
何か」が、各ステークホルダーの中で自分ごと化されている

2025年度（125周年）の広報展開

目指すべき
理想の状態

そのために
実施すること

社会を創造する
力強さと洗練さを持つ
新たなイノベーター像

次世代研究大学

うめきた

学生
支援 グローバル

SDGs

起業・
事業化 大阪・

関西万博

ソーシャルインパクトを創出する学園

OIC
社会共創
展開

理系研究展開
（BKC30周年）

デザイン・アート
教学展開

宇宙研究
教学展開

ウェル
ビーイング

125周年事業期間中の個別事業
1つ1つをブランドコンセプトの
具体的な形としてストーリー化。

個別事業を支流としてブランド
確立に向けた本流に合流させ、
イメージの束が徐々に太くなり、
ブランドへとつながっていく。

ストーリー
ストーリー

ストーリー
ストーリー

ストーリー
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MISSION

VISION

（組織が社会で果たすべき役割）

（組織が目指すべき理想の未来）

次世代研究大学になる
創発性人材を輩出する

125周年期間（2023〜2026年度）の学園の目指す姿

2023〜2022 2024 2025 2026 2027〜

VALUE
（組織で共有すべき価値観・行動原則） きみの意志が、未来。

ACTION チャレンジ・デザイン

建学の精神：自由と清新 ／ 教学理念：平和と民主主義 ／ 立命館憲章

立命館学園の目指す姿

「ソーシャルインパクト」を創出する総合学園
Ritsumeikan for Social Impact 

「次世代研究大学」の実現

研究活動とその社会実装を核に
新たな社会共生価値を提案する
ことでソーシャルインパクトを

生み出す大学

 立命館学園の紹介
 立命館の広報戦略
 広報アクション事例
 研究広報
 学園政策
 学生活動
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個人へ向けた研究発信｜WEBメディアなどを通じた広報

YouTube登録者数380万人を
誇るビジネス映像メディア
「PIVOT」と日本経済新聞の
広告上で教員・研究者との対
談企画を展開。「デザイン・
アート教学展開」「宇宙人材
育成」を特集。

[朝日新聞GLOBE+]
連載記事(2025年7-8月/3回)

[Casa BRUTUS]
2025年9月号
立命館顧問・

千住博氏×坂茂氏対談

PIVOT×日本経済新聞

WEBメディア・動画媒体・新聞・雑誌などでのタイアップ企画として研究者自らが出演し研究広報などを展開
→“掲載されるのを待つ”能動的な広報ではなく、“掲載先と連携する”積極的な広報を実施（広告展開）
各メディアの記事や動画の1つのコンテンツとして掲載されることで、より広い層に情報を届ける

PIVOT 
2025/07/18
八重樫教授×

佐藤可士和氏対談

PIVOT 
2025/10/07
野口聡一氏×
岡田光信氏対談

日本経済新聞
2025/07/23
八重樫教授×

佐藤可士和氏対談

日本経済新聞
2025/10/09
野口聡一氏×
岡田光信氏対談

朝日新聞GLOBE+

「宇宙人材育成」をテーマに
GLOBE+で連載記事を掲載。
研究者や有識者らを交えた対
談形式で人材育成プログラム
を紹介した。

Casa BRUTUS
建築やアートがテーマの月刊誌
「Casa BRUTUS」にて、立命館
顧問の画家・千住博氏と建築家・
坂茂氏の対談記事を掲載。
デザイン・アート学部の開学へ向
けた対談を行った。

社会課題解決に資する研究活動を研究者らの対談などで関連性の高いWEBメディアで発信

17

 開催日程
 開催方法
 対 象
 目 的
 テ ー マ

メディアへ向けた研究発信｜記者向けオンラインプレスセミナー

｜月１回程度
｜オンライン
｜メディア全般（メディアリストに一斉送信）
｜記者向け勉強会、紙面・WEB記事露出狙い
｜次世代研力の発信、社会動向、注目トピック

メディア向けの勉強会。このセミナー自体がニュース
として報道される可能性は低いが、メディアに情報を
インプットしておくことで今後関連の企画や取材が
あった場合に取材される可能性を高めることを目指す。

日付 所属 教員 テーマ 申込者 掲載

2024/04/12 グローバル・イノ
ベーション研究機構 光斎 翔貴 准教授 低利用魚の有効活用と

藻場回復の同時達成に向けて 10 4月京都

2024/05/30 政策科学部 豊田 祐輔 准教授 “千年に一度 巨大地震の世紀!?” 海外の研究
事例・ゼミでの実践的取組などから考える 20

2024/06/11 スポーツ健康科学部 後藤 一成 教授 スポーツ健康科学から考える暑さ対策
〜運動・栄養・睡眠の観点から〜 37

6月：読売、京
都
7月：日経、読
売、岐阜

2024/07/25 教職研究科 伊田 勝憲 教授 不登校急増の背景とこれからの学校教育
−生物・心理・社会（BPS）モデルを軸に− 27

8月：日経
11月：朝日、
日経

2024/08/29 総合心理学部 竇 雪 准教授 心理的反発が強まる「フェイクニュース」の
メカニズムとSNS上コメントが持つ影響 24 9月：日刊工

2024/10/16 政策科学部 山出 美弥 准教授
若者の情報発信力に着目した温泉郷再生を、
能登復興の一助としたい
「生業と地域デザインと、再生と」

12 12月：産経

2024/11/13 産業社会学部 桜井 啓太 准教授
生活保護の地域間格差と適正な貧困対策
〜研究者から見た日本の貧困や生活保護の
現状と課題を解説〜

22

2024/12/04 生命科学部 小林 洋一 教授

温和にPFASおよびフッ素樹脂を分解する
光分解技術の新展開
―持続可能なフッ素リサイクルに繋がる

革新技術と社会実装に向けて―
16 11月：日経

12月：日刊工

2025/01/22 理工学部 岡田 志麻 教授
“心の距離”を測る技術で未来を変える
婚活、教育、職場
―さまざまな場面での共感とつながりを支援

19 2月：産経、赤
旗

2025/03/19 総務部 長谷川 哲 教授 大阪・関西万博での立命館の取り組み 16 4月：読売

記者向けオンラインプレスセミナー 2024年度の実施例

研究者ら自身が研究内容を解説

記者らに向けて研究の内容を研究者の言葉でわかりやすく発信
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項 目 立命館 関西圏
A大学

関西圏
B大学

関西圏
C大学

関西圏
D大学

関東圏
E大学

関東圏
F大学

関東圏
G大学

関東圏
H大学

1. 重要人事（総長・学長/学部長/著名人）人材育成 ※運動部を除く 2 0 2 2 3 0 1 0 0

2. 施設の新設/学部学科の新設/中長期計画/教育制度/学費 3 0 3 5 15 1 3 4 4

3. 産学官連携関連（事業/提携/新商品/新サービス/調査/研究）大学間連携 29 12 5 21 101 3 10 11 9

4. 研究事業（発表/開始/成果/検証） 27 8 7 8 38 12 3 9 17

5. 教育活動/フィールドワーク/留学関連/大学間の提携 17 2 9 3 39 4 5 5 7

6. 講演会/公開講座/シンポジウム/セミナー/フォーラム 17 11 4 6 30 0 4 6 10

7. 大学関連施設（ミュージアム/記念館/図書館/研究所）の紹介・展示告知 3 2 2 4 7 3 4 2 4

8. SDGs/CSR/社会貢献/募金 1 1 3 1 9 1 2 2 0

9. 主催イベント（コンサート/コンテスト/学祭/創立記念関連） 9 2 18 10 44 3 5 6 5

10. 協賛/共催/協力/委託イベント/万博関連 14 2 3 12 18 1 2 0 0

11. 自校企画/調査（オリジナル商品/サービス） 1 0 0 2 11 0 1 0 1

12. 受賞関連/団体等への加盟関連/認証取得/研究採択 3 0 1 1 3 1 2 1 4

13. 危機管理広報関連 1 0 0 0 0 0 0 0 0

14. 映画ドラマ等ロケ地/書籍、レポートの発表/プロスポーツ（活動・入団） 2 2 1 4 7 1 1 6 4

15. 法人関連/附属教育機関（高校・中学・小学校） 4 0 2 3 5 0 0 0 0

16. 訃報/その他 0 0 2 2 0 0 0 0 0

累計（2025年4月-2026年1月） 133 42 62 84 330 30 43 52 65

プレスリリース掲出数の比較（2025年4月-2026年1月累計）

他大学と比較し掲出数が多い
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メディアへ向けた研究発信｜プレスリリース

 ニュース性のある報道資料。記者クラブでの資料配布・配信、報道機関への一斉配信、ワイヤーサービス
配信などを行うほか、リレーションのある記者などにも投げ込み。

 メディアは“情報”を「報道価値があるか」「生活者にとって有益か」など各メディア(読者・視聴者)にとっ
ての(報道)価値判断を行い、その結果で記事化・番組化して世の中に信頼感のある情報として露出
立命館が伝えたいメッセージを一方的に伝えるだけでなく、メディアごとのニーズを汲む必要がある。

研究の最新ファクトをメディアへ向けて発信・PR

JAXA 宇宙戦略基金事業へ採択
大型研究PJの採択など

琵琶湖湖底の遺跡で土器発見
“新発見”など最新ファクト

2名の研究者に
文科省「若手科学者賞」

研究者らの受賞
JAXA と月面探査へ連携協定
共同研究・連携協定など

研
究
系
プ
レ
ス
リ
リ−

ス
の
例
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研究の社会発信

プレスリリース

研究の最新ファクトを
メディア向けに発信・
PRする報道資料

記者向けプレスセミナー

記者らに向けて研究の内容を
研究者の言葉でわかりやすく発信

メディア
向けの
発信

個人
向けの
発信

WEBメディア
社会課題解決に資す
る研究活動を研究者
らの対談などを通し
関連性の高いWEB
メディアで発信

ShiRUto

読者や社会の課題を
研究の力で解き明か
すオウンドメディア

学生・中高生
向けセミナー

若手研究者が自身の
研究を学部生や中高
生に向けに発信

イベント出展

地域の子供たちへ
向けた手に取って
もらう”研究体験

メディア・個人それぞれに対し
様々な手法で大学教員の研究活動を社会発信

新聞/テレビ等の研究に関する取材依頼
年間500件超

メディアキャラバン

関西・首都圏・北海道・九州にて五大紙
含む新聞社・TV局・雑誌メディア等を
訪問し、研究や研究センターなどを紹介

学内教職員向けにテレビ出演情報や研究
成果などを毎週メルマガで配信

インナー向け広報 HOT NEWS

テーマに即して多様
な研究を紹介する
活動報（WEB/冊子）

RADIANT TanQ

の楽しさを大学の
研究とつなげ発信
するWebメディア

小中学生
向けに探
究や学び

⇒ 発信したい研究の内容やメイン
ターゲットごとに発信の仕方を工夫

 立命館学園の紹介
 立命館の広報戦略
 広報アクション事例
 研究広報
 学園政策
 学生活動
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学生や地域へ向けた研究発信｜大学キャンパス内での事例

SP LAB / SP LAB X

大学のキャンパス内でも「気軽に研究に触れられる環境」を目指し、大阪いばらきキャンパスに
設置している「SP LAB / SP LAB X（スプラボ/スプラボクロス）」は、芽吹いたばかりの先端研究や
最新技術を「見せる」「試せる」体験型の研究室エリア。ガラス張りの9つのラボは、地域の方
など誰でも見学可能。ラボ内で研究成果をいち早く体験できる日もあります。体験後の感想や意
見は、研究の深化や社会実装に向けた貴重なフィードバックとなり、立命館大学の研究・産学官
連携の紹介や体験「見せる、試せる場」の提供の一環として取り組んでいる。

すべてのひとに開かれたオープンラボで
研究体験後のフィードバックを即座に研究に活かせる場に

23

学生や地域へ向けた研究発信｜イベントでの事例

5月18日 いばらき×立命館 DAY
8月8日 大阪・関西万博（WASSEでの出展）
10月11日 BKCウェルカムデー2025
10月18日 立命館創立125周年記念式典・イベント（TanQパーク）
11月2日 OIC Global Week 
11月16日 立命館大学学園祭BKC祭典
11月23日 立命館大学学園祭OIC祭典

2025年度 主なイベントでの研究発信
地域とのつながりを中心に、研究で得られた成果を社会へ発信・還元する
活動に力を入れている。学生や研究者が取り組む専門的な内容を、市民向
けのイベントなどへの出展を通じて分かりやすく伝えることで、学問を身
近なものへと変えている。
これらの交流の場は、単なる発表にとどまらず、地域住民との対話を生み、
新たな気づきを得る貴重な機会として位置づけ、大学の「知」を社会に還
元する、次世代研究大学へ向けた取り組みとしている。

地域の子供たちへ向けた“手に取ってもらう”研究体験

22

「TANQ(タンキュー)」は、日々のなかにある疑問と立命館大学で取り組んでい
る研究をつなぎ、探究することの面白さ、学ぶことの楽しさを発信するWEBメ
ディア。小中学生をメインターゲットとし、動画と一問一答形式の記事でわか
りやすく研究を紹介。”「？」があるなら探究だ”をキーワードに、子どもたち
の探究心を育てる。

個人へ向けた研究発信｜小中学生向けWEBメディア「TanQ」
小中学生向けに探究や学びの楽しさを発信するWEBメディア

動画

短めの動画（約２分間）でわかりやすく
探究心をさそう

動画の下の記事では、
研究者と「？」を解き明かす

「なぜ、戦争はなくならないの？」「宇
宙はだれのもの？」など、

21

学生や地域へ向けた研究発信｜ライスボールセミナー

若手研究者の研究発表を聞き意見交換をする企画として、立命館大学
の各キャンパスにてお昼休みに「ライスボールセミナー」を実施。
社会への成果発信の機会創出を行っている。

 若手研究者らが自身の研究分野を相対的・客観的に捉える機会
 研究の意義や楽しさを、学部生を中心に世代を超えて多様な層に伝える
 自身の研究分野以外の研究者等との交流・連携

附属校や提携校、地域へ向けた出前授業も実施
 研究の魅力を伝え、これからの学びや探究への興味関心を高めてもらう
機会に

2025年度附属校・提携校向けライスボールセミナー

発表者

34名
開催学校数

13名
参加生徒数

1,039名

若手研究者が自身の研究を学部生や中高生に向けに発信

20

立命館大学の多様な研究を紹介する研究活動報「RADIANT」は毎号のテーマに即して、選りす
ぐりの研究者を取材し記事を掲載。注目の若手研究者にも焦点を当てその研究活動を紹介。総合
大学としての強みを生かし、人文・社会・自然科学各領域の多彩な研究内容を扱い、「京都」
「サステイナブル」「宇宙」「ゲーム・遊び」等、幅広いテーマを冊子とWEBにて展開する。

個人へ向けた研究発信｜研究活動報「RADIANT」

設立

2015年11月
累計取材数

300名以上
総発行部数（冊子）

約159,500部
 「立命館らしい」研究を発掘・キュレーションし、研究者自身に焦点を
当てながら、研究の最前線をお届け

 毎号テーマを1つに絞り立命館大学の多様な研究を発信
 産官学連携や共同研究へとつなげる取り組み

研究者自身に焦点を当てながら、研究の最前線をお届け

19

個人へ向けた研究発信｜オウンドメディア「shiRUto」

立命館への興味喚起・好意形成、社会における価値を高めることを目的に立ち上げたオウンドメディア。立命館が持つ幅広い
「知」と社会課題をつなげ、読者が日々抱えている大小さまざまなレベルの課題解決の糸口のきっかけとなることを目指す。

設立

2018年11月
累計記事数

約380本
総PV数

約611万PV
4年連続
年間100万
PV達成

 「立命館大学」を全面に出しすぎず、研究への関心、興味喚起、社会価値
の向上を目指す

 比較的年齢層が高めのターゲット向け企画が特に流入数が多い
► SmartNews等ニュースキュレーションサイトのコアターゲット層（30～50

代）とも合致していると思われる
 ニュースで取り上げられそうなキーワードやテーマの企画も親和性は高い

読者や社会の課題を研究の力で解き明かす

安楽死が認められている国のいま 
合法化から5年・カナダの現状を専門家が解説

先端総合学術研究科
美馬達哉教授

人間にはネット情報を信じてしまうクセがある
エコーチェンバー効果を心理学者が解説 

総合心理学部
竇雪准教授

「ゴジラ-1.0（マイナスワン）」は
なぜアメリカを熱狂させたのか 

国際関係学部
池田淑子教授

人気記事の例
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WEBサイトのコンテンツ体系｜学生活動発信のチャネル
立命館大学HP｜TOPページ

NEWS & TOPICS
（ニュース一覧）

TOPICS

プレスリリース

FEATURES

重要トピック掲出

プレス向けの
リリースを
HPでも掲出

学生の活躍を特集

重要なお知らせ
緊急情報等

「挑戦の向こう側」
「大学風景」

個人

団体

「大学院生の挑戦」 個人 「+Rな人」 個人

（他部課）
大学サイト内コンテンツ

（自由形式）

shiRUto

TanQ

大人向け研究紹介

中高生向け研究紹介

SPORTS & CULTURE
個人 団体

 立命館学園の紹介
 立命館の広報戦略
 広報アクション事例
 研究広報
 学園政策
 学生活動

INDEX
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2025年
5-6月
衣笠でアートイベント開催 PRアンバサダーの任命

立命館の教育・研究の多様な取り組みを
社会にわかりやすく面白く伝えるための
「ソーシャルインパクトアンバサダー」
を起用し社会発信。

5月19日創立記念日をピークとする
広報コミュニケーション

社会向け発信の山場づくり

125周年事業とその関連広報展開

ラジオ番組提供

2025年
10月

周年記念イベントで
立命館が目指す未来を社会に発信

R2030のその先へ

立命館創始155年・学園創立125周年記念式典・イベントを開催

10/18に「立命館創始155年・学園創立125周年記念式典・イベント」を開催。各界のご招待者、
学生・生徒代表、学内関係者およそ850名が出席する式典にて、彬子女王殿下のご講演も賜り
盛大に開催。未来における大学のあるべき姿、2030後半期やその先の2050を見据えた問題提起、
ビジョンをトップメッセージとして発信。

大学HPトップ改修

立命館大学WEBサイトのトップ
ページを改修。新たな立命館の
門出をビジュアルの変化でも表現

次世代研究大学をアピール

周年イベントの開催に合わせ同会場で次世代研究セミナーや
TanQパークと題した研究展示・体験ブースを展開。同時開催
の校友大会も含めのべ4000名以上が参加。

MBSのラジオ番組「SOCIAL 
IMPACT ACADEMY」をスタート。
卒業生がパーソナリティーを務め、
声のメディアで発信。

衣笠キャンパスに来春開設するデザイン・
アート学部の展開に合わせ周辺神社仏閣と
連携した「KINUGASA Redesign 
Project」を開始。周年と新教学展開を
合わせて一般イベントとして展開

オフィシャルグッズ販売開始

125周年オフィシャルグッズを制作し、
イベントや周年式典に向けて販売。
ユナイテッド・アローズやヘラルボニー
などとのコラボも行い訴求。

27

2025年
1月
大学サイトを周年デザインに変更 在京メディア支局長へのレク

月曜会との懇談会を通じて、125周年を
契機にさらにステージをあげようとして
いる立命館の挑戦をメディアに訴求。
周年YEARでの取材誘致につなげる。

2025年スタートとあわせて、大学WEBサイト等
のビジュアルを周年デザインに変更し、周年を
迎えたことを強調。

27

理事長・総長による年頭所感を学内のみならず
リリースとしてマスコミにも発信。125周年を迎
える大学のトップメッセージをきっかけとした
取材誘致により、メディア露出を狙う。

新年に周年YEARのスタートを学内外に力強く宣言
トップメッセージをきっかけとした取材誘致により

周年露出の下地作りを行う

125周年事業とその関連広報展開

トップメッセージ・年頭所感の発信

2025年
4月

新年度のタイミングで全キャンパスを周年モードに
キャンパスを訪れるすべての人が

直感的に周年を感じる状態を作り上げる

フラッグ・大型看板などの設置でキャンパスを周年モードに

新年度スタートにあわせて衣笠・BKC・OIC全キャンパスのフラッグを125デザインに変更
し。このほかキャンパス内への大型看板や垂れ幕の設置などで周年ムードを作り上げていく。

ラッピングバス

BKCー南草津駅間を走る連節バスを
125デザインでラッピング

仮囲いアートギャラリー

衣笠キャンパスの工事仮囲いを125周年やデザイ
ン・アート構想とからめ、ヘラルボニーとコラボ
したアートギャラリーに

ノベルティの展開

ノベルティツールの展開を通してインター
ナルの巻き込みを実施。教職員中心の広報
から、学生の巻き込み、さらには、校友や
社会全体も意識した発信にシフト。

名刺ロゴ ネックストラップ

26

立命館が未来社会のあるべき姿を実現
するために果敢な挑戦を続けていくこ
とを社会に発信。2025年大阪・関西
万博に参画し、挑戦する学生・生徒・
児童・教職員の姿を広報面から支援。

2025年度

2025年度の広報展開の柱

2025年
大阪・関西万博

デザイン・アート
構想

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

万博開幕 閉幕

デザイン・アート学部/研究科新設
構想の姿を明確にし、受験生をはじめ
とし社会向けに翻訳する基盤づくりを
広報面からサポートする。

「宇宙」
研究展開

「宇宙」を中心とした新領域の教育・
研究力を戦略的に社会へと発信。研究
を通じた次世代研究大学のイメージ
形成をはかる。

各企画出展に合わせ継続広報

KINUGASA
Redesign
Project発表

衣笠イベント開催

新聞広告/交通広告/SNSなど
多様なメディアで重層展開

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ
入試

125周年事業期間に立命館が目指す姿
を「ソーシャルインパクトを創出する
学園」とし125周年の機運醸成と合わ
せ、立命館の社会価値向上を目指す
広報発信を行う。

立命館学園
創立125周年 創立

記念日
周年
式典

周年ムードの演出 立命館の未来を発信

ソーシャルインパクトを
生み出す学園コンテンツの
重層的発信

SX拠点
採択

宇宙MP
開始

動画メディア/記事/SNSなど
多様なメディアで重層展開

万博イベント出展等

「宇宙」展開
重点発信期間

 立命館学園の紹介
 立命館の広報戦略
 広報アクション事例
 研究広報
 学園政策
 学生活動
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Instagram戦略｜学生発信から学園政策・研究発信へ
マーケティングゴール

「社会共生価値を生み出す次世代研究大学」
「イノベーション・創発性人材を生み出す大学」としての想起獲得

立命館大学を好意的に感じるファンの創出（＝好意度向上）

コミュニケーションゴール＝SNS運用のKGI

フォロワー数・エンゲージメント率

KPI

* エンゲージメント率：いいね数＋コメント数＋画像保存数／ユーザーへのリーチ数と定義

「125周年」「デザイン・アート学部」「次世代研究大学」
「創発性人材を創出する大学」「社会共生価値を創出する大学」

重点
キーワード

35

SNS｜Instagram戦略

時節や「○○の日」本学のイベント・スポーツなどを
参考に年間計画（月次週次の運用で微調整）

日付 曜
日 記念日 学内

イベント
Instagram
投稿コンテンツ ストーリーズ

11月6日 木 硬式野球部
全国大会へ

硬式野球部
全国大会へ

11月7日 金 立冬 【#りつめいだより】
OIC Global Week

【#りつめいだより】
OIC Global Week

11月8日 土

11月9日 日 いい地球の日

11月10日 月 アメフト関学戦結果 アメフト関学戦結果

11月11日 火 ポッキー＆
プリッツの日

ポッキー＆プリッツの
日

11月12日 水 【#Rの歩み】
ズームアウトクイズ

【#Rの歩み】
ズームアウトクイズ

11月13日 木 生協レシピ
リクエスト大募集

11月14日 金 アンチエイジ
ングの日

【#Rの風景】
BKC紅葉

【#Rの風景】
BKC紅葉

11月15日 土 きものの日

11月16日 日 いい色の日 BKC
学園祭

11月17日 月 将棋の日 【#りつめいだより】
BKC学生祭典

【#りつめいだより】
BKC学生祭典

エンゲージメント率を高める工夫
・文面で「いいね」やコメントを誘導
・「後で見返したい情報」を含める →「保存」につなげる

投稿に際しての工夫
時間帯：11〜12時頃（お昼休み前）→ランチ時間に見られる

16〜17時頃（夕方）→授業や仕事後に見られる

投稿カレンダーの例投稿カレンダー

コンサルティングによる助言の反映

「Rの風景」「りつめいだより」などのシリーズネタや、
「◯◯の日」などの鉄板ネタはフォロワー獲得に直結

シリーズ・鉄板ネタ

34

次世代研究大学など学園政策のことを発信したいものの、在学生のスポーツ関連の活躍を紹介する投稿や、
校友が学生時代を思い出すような風景投稿がエンゲージメントを獲得しやすい

大学内のイベントやトピックスを伝える
情報訴求投稿

女子駅伝やアメフト関連の
活躍を伝える投稿数値が伸長

大学内の美しい風景や
新しい施設を紹介する投稿

学生活動の発信｜Instagram戦略

投稿の例
学生の活躍 Rの風景 #りつめいだより

33

― ― ― ― 63.8万 1.8万 ― ― 2.3万
― ― ― ― 2万 2556 ― ― 1950

※この他にも、LINE、LinkedInなどのSNSを利用している大学あり

※2026年1月末時点大学のSNS活用状況（他大学比較）
立命館 関西圏

A大学
関西圏
B大学

関西圏
C大学

関西圏
D大学

関東圏
E大学

関東圏
F大学

関東圏
G大学

関東圏
H大学

4.8万 5449 1.6万 3.5万 3万 2.6万 2.2万 ― 2.6万
936 163 344 1,267 1,967 295 956 ― 740

3.4万 1.8万 2.3万 3.3万 5.6万 2.9万 2.5万 1.7万 2.9万

5.3万 8.1万 1.2万 5.2万 試験運用 2.3万 3.1万 2万 ―

1.2万 9790 6910 1.3万 9.6万 1.4万 5.5万 1.8万 9.5万
785 195 210 475 1026 284 284 925 200

Instagram
・フォロワー数
・投稿数

X
・フォロワー数

facebook
・フォロワー数

YouTube
・登録者数
・投稿数

TikTok
・閲覧数
・フォロワー数

32

学生活動の発信｜SNSを通じた発信

Instagram facebookX YouTube

写真・動画中心のビジュアル
SNS。ストーリーズやリール
で短尺動画も人気。

実名制で信頼性が高く、
長文投稿やイベント告知に
適したコミュニティ型SNS。

リアルタイム性が高く、
短文投稿で情報拡散に強い。
ハッシュタグで話題形成。

動画共有プラットフォーム。
長尺・高品質動画で深い情報
発信やライブ配信に強み。

広報課では4つのプラットフォームでSNSを運用

注力して運用
コアターゲット
在学生・保護者・校友・一般

良くも悪くも拡散力に優れる コアターゲット
校友・教職員
※補完的役割

定期的・積極的な発信なし
「動画置き場」的な運用

特
徴

棲
み
分
け

フ
ォ
ロ
ワ−

数
等

フォロワー
数 48,000+

投稿数 936

※フォロワー数・投稿数はいずれも2026年2月3日時点

フォロワー
数 34,300+

投稿数 3,670

フォロワー
数 53,000+

いいね数 52,000+

登録者数 12,200+

投稿数 785

コアターゲット
在学生・保護者・校友・一般

31

立命館の多様な学生活動の発信の一環として
「学生主導の記者会見」を実施

学生活動の発信｜学生主導の記者会見

 活動の当事者である学生自らが直接語る
 学生が自分の言葉で成果を伝える姿は、大学組織としての

発表よりも深い共感を生み、メディアなどへの掲載を促す
 学生にとっても、活動が地域課題の解決に役立つもので
あると公に認められる機会に
 自らの活動を自分の言葉で発信する機会は、学生らがプロ

ジェクトを進めるうえで大きな自信につながる
 学生の挑戦を支える大学の姿勢を社会に示し、地域との
結びつきをより強固なものに

カネ吉山本（近江牛）と食マネジメン
ト学部の学生らが連携し、県産キャベ
ツを使用したメンチカツを開発。約40
種類の試作を経て、滋賀県庁で成果を
発表。

キャベツメンチカツ開発プロジェクト
（2024年4月）

学生団体「ぎゅっと滋賀」が土山抹茶
を使ったブールドネージュを開発。滋
賀県庁で販売開始報告会を行い、その
後近鉄百貨店などで販売。

滋賀の新たなお土産「ころっ茶」を販売
（2025年7月）

BKC30周年を記念し、学生が主導し食
堂で発生する余剰食材を副原料にした
クフとビールを開発。地域のお祭など
でも販売を行う。

学生が挑むフードロス削減クラフトビール
「Beer the 30th」（2024年11月）
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立命館の目指す姿 広報的言い換え

取り組む事業テーマが世の中にとって必要となる
社会課題を起点に設定されている 社会に「夢」を見せることができる

研究・探究を手段とし課題解決を目指しており、
それが立命館の強みとなり得る 第一歩目の動きの具体化と

研究・探究の成果が社会実装、ブランディング、
人材育成、ネットワーキングにつながっている 社会に「夢」を見せることができる

社会に夢を見せ、共感を呼ぶことができる

構想を妄想で終わらせないための動きの具体化
（ファクト）と、ストーリーの必然性がある

研究や主要事業を皮切りに、様々な波及効果や
ストーリーが学内外に広がっていく状態

育成した人材と立命館を巣立った 後も繋がり、
広く "立命館ファミリー" として共創 社会に「夢」を見せることができる学生・父母・校友など多様なステークホルダーの

「挑戦する意思」をドライブさせるフィールド

次世代研究大学・次世代探究学園への通過点として
125周年事業期間に「立命館」が目指す姿

「ソーシャルインパクト」を創出する総合学園
Ritsumeikan for Social Impact

「ソーシャルインパクト」という言葉が曖昧さを持つ中、“大学のエゴ”で終わらせないために、どのように伝えるか広報的に翻訳

次
世
代
研
究
大
学

「ソーシャルインパクトを創出する学園」とは？

「ソーシャルインパクト」＝「世の中に、夢を、みせる」という軸のもと「それを実現してくれそう」と感じさせる事実、動きを広報

従来の大学像に
とらわれない、立命館

社会に与えたい
立命館像と広報フェーズ 社会価値の創出に

積極的な立命館
新領域へ
果敢に挑戦する、立命館

社
会
共
生
価
値
を

創
造
す
る
大
学

中
核
機
能
が

研
究
で
あ
る
大
学

発展拡大宣言 挑戦の
イメージ
蓄積
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学園ビジョンR2030

Challenge your mind Change our future

2030年に向けて立命館学園が描く未来社会のあるべき姿と
その実現に向けた学園ビジョン

立命館大学チャレンジ・デザイン

2つの柱

新たな価値を創造する
次世代研究大学

社会共生価値の創造を志向し、
多様なネットワークとのつながりに

開かれた大学

イノベーション・創発性人材を
生み出す大学

社会共生価値の創造を志向する
オープンで創造的な知的生産者

2030年に向けた立命館大学全体のチャレンジ・デザインと
各学部・研究科の将来計画の方向性、各キャンパス・部門の「基本課題」を示す

「立命館大学」としてのアクションを具現化

40

立命館のあゆみ

建学の精神

自由と清新
教学理念

平和と民主主義

1869年（明治2年） 西園寺公望（学祖）私塾「立命館」を創始

1900年（明治33年） 中川小十郎「私立京都法政学校」を創立
「立命館学園」の創立

1904年（明治37年） 専門学校令により「私立京都法政大学」へ改称

1913年（大正2年） 大学を「私立立命館大学」と改称

1981年（昭和56年） 広小路より全学部が衣笠キャンパスへ移転（衣笠一拠点化）

1994年（平成6年） びわこ・くさつキャンパス（BKC）を開設

2000年（平成12年） 「立命館アジア太平洋大学（APU）」を創立

2015年（平成27年） 大阪いばらきキャンパス（OIC）を開設

補足資料

2025年度 学園広報展開
学校法人立命館

学校法人立命館総合企画部広報課
課長  勝屋藍太

37

新規SNSの開設｜TikTok

背景と現状課題
 広報課で運用する既存アカウントはInstagramを

主軸とし、主要フォロワー層は45〜54歳および18
〜24歳。幅広いステークホルダーに向け、全方位
的に情報発信。

 広報課運用の既存アカウントは、オフィシャルで
あるがゆえに、発信コンテンツのトンマナや取り
上げる内容、表現に関して一定の制限に縛られる

より学生目線、学生にフォーカスした共感性の高いコンテンツを、カジュアル
かつ「生っぽい」質感、エンターテインメント性のある表現でリアルタイムに
発信できるチャネルが必要

学生による
公式TikTokアカウント立ち上げ＆運用

あくまで公式アカウントとして、大学として
情報を取捨選択して対外的に発信する場

高精度のアルゴリズムによってフォロワー数・
知名度に関わらず「バズる」可能性がある。
⇒能動的に検索せずとも新規ユーザーにリーチ

Instagram TikTok
 公募・選定した「学生広報スタッフ（仮）」による、
立命館大学公式TikTokアカウントの立ち上げ＆運用を
行う。

 学園広報やSNSに関する基礎的な知識・スキルのイン
プットや、運用方針の策定、デモコンテンツ作成など
のトレーニングプログラムを通して、アカウントの立
ち上げと本格運用を目指す。

 活動を通じて異なる学部・キャンパスの学生同士が協
力・交流し、多様な価値観やPRに関する学びを共有す
ることで、大学全体の一体感と学生コミュニティの活
性化を図る。

「中の人」とし
ての個は出さず、
クリエイティブ
の品質（インス
タ映え）やトン
マナを保ち、ブ
ランドイメージ
の浸透を図る。

くだけた文体や
BGMなど、親し
みやすくエン
ターテインメン
ト性ある表現で、
整えすぎない
「生」の情報を
発信。

画像：近畿大学TikTok
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50

2025年
5-6月
衣笠でアートイベント開催 PRアンバサダーの任命

立命館の教育・研究の多様な取り組みを
社会にわかりやすく面白く伝えるための
「ソーシャルインパクトアンバサダー」
を起用し社会発信。

5月19日創立記念日をピークとする
広報コミュニケーション

社会向け発信の山場づくり

125周年事業とその関連広報展開

ラジオ番組提供

2025年
10月

周年記念イベントで
立命館が目指す未来を社会に発信

R2030のその先へ

立命館創始155年・学園創立125周年記念式典・イベントを開催

10/18に「立命館創始155年・学園創立125周年記念式典・イベント」を開催。各界のご招待者、
学生・生徒代表、学内関係者およそ850名が出席する式典にて、彬子女王殿下のご講演も賜り
盛大に開催。未来における大学のあるべき姿、2030後半期やその先の2040を見据えた問題提起、
ビジョンをトップメッセージとして発信。

大学HPトップ改修

立命館大学HPのトップページ
を改修。新たな立命館の門出
をビジュアルの変化でも表現

次世代研究大学をアピール

周年イベントの開催に合わせ同会場で次世代研究セミナーや
TanQパークと題した研究展示・体験ブースを展開。同時開催
の校友大会も含めのべ3000名以上が参加。

MBSのラジオ番組「SOCIAL 
IMPACT ACADEMY」をスタート。
卒業生がパーソナリティーを務め、
声のメディアで発信。

衣笠キャンパスに来春開設するデザイン・
アート学部の展開に合わせ周辺神社仏閣と
連携した「KINUGASA Redesign 
Project」を開始。周年と新教学展開を
合わせて一般イベントとして展開

オフィシャルグッズ販売開始

125周年オフィシャルグッズを制作し、
イベントや周年式典に向けて販売。
ユナイテッド・アローズやヘラルボニー
などとのコラボも行い訴求。

49

2025年
1月
大学サイトを周年デザインに変更 在京メディア支局長へのレク

月曜会との懇談会を通じて、125周年を
契機にさらにステージをあげようとして
いる立命館の挑戦をメディアに訴求。
周年YEARでの取材誘致につなげる。

2025年スタートとあわせて、大学WEBサイト等
のビジュアルを周年デザインに変更し、周年を
迎えたことを強調。

49

理事長・総長による年頭所感を学内のみならず
リリースとしてマスコミにも発信。125周年を迎
える大学のトップメッセージをきっかけとした
取材誘致により、メディア露出を狙う。

新年に周年YEARのスタートを学内外に力強く宣言
トップメッセージをきっかけとした取材誘致により

周年露出の下地作りを行う

125周年事業とその関連広報展開

トップメッセージ・年頭所感の発信

2025年
4月

新年度のタイミングで全キャンパスを周年モードに
キャンパスを訪れるすべての人が

直感的に周年を感じる状態を作り上げる

フラッグ・大型看板などの設置でキャンパスを周年モードに

新年度スタートにあわせて衣笠・BKC・OIC全キャンパスのフラッグを125デザインに変更
し。このほかキャンパス内への大型看板や垂れ幕の設置などで周年ムードを作り上げていく。

ラッピングバス

BKCー南草津駅間を走る連節バスを
125デザインでラッピング

仮囲いアートギャラリー

衣笠キャンパスの工事仮囲いを125周年やデザイ
ン・アート構想とからめ、ヘラルボニーとコラボ
したアートギャラリーに

ノベルティの展開

ノベルティツールの展開を通してインター
ナルの巻き込みを実施。教職員中心の広報
から、学生の巻き込み、さらには、校友や
社会全体も意識した発信にシフト。

名刺ロゴ ネックストラップ
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●西園寺公望展＠丸善丸の内
（25年9月）

●BKC30周年式典（24年12月）

●政策30周年
●情理20周年

●産社60周年
●長岡120周年
●宇治30周年

2024年 2025年

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2026年

デザイン・アート構想重点発信期間
（2026年春 デザイン・アート学部開設）

ソーシャルインパクトを生み出す
学園コンテンツの重層的発信期間

●新聞広告
（ソーシャルインパクト）

125周年事業とその関連広報展開

●衣笠仮囲いを
ヘラルボニーコラボで
アートギャラリーに

立命館創始155年・学園創立125周年
記念式典・イベント（25年10月18日）

SNS・
HP
最大限
活用

大学HP プレスリリース

オープンキャンパス等
イベント

SNS

インナー
HOT NEWS・

UNITUS 交通広告 新聞広告

2025年
1月

周年YEARのスタートを
学内外に力強く宣言

2025年
4月

新年度のタイミングで
全キャンパスを周年モードに

2025年
5-6月

創立記念日をピークとする
広報コミュニケーション

2025年
10月

周年記念イベントで
立命館が目指す未来を社会に発信

●KINUGASA 
Redesign 
Project 発表

●衣笠アートヴィレッジ
フェスティバル開催

●大阪・
関西万博
開幕

●大阪・関西万博
“オール立命館Try Field in EXPO”
125周年記念ステージ

47

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

宇宙地球探査研究センター
(ESEC)開設

BKC30周年 学園創立125周年・OIC10周年
立命館中高120周年・APU25周年

APU「第2の開学」
サステイナビリティ観光学部

設立・新教学棟完成

学園創立125周年記念事業

近年の立命館学園の動き

大阪いばらきキャンパス OIC新展開スタート
情報理工学部・映像学部が移転

MBA 新専攻
観光マネジメント専攻

うめきた2期グラングリーン大阪
新拠点「ROOT」開設

びわこ・くさつキャンパス
BKC開設30周年

IMPACT MAKERS 
DAY

OIC新展開
「TRY FILELD」

構想発表

期
待
感

醸
成

4月

7月

12月

4月

4月

9月

[男子陸上競技部]
第100回箱根駅伝へ挑戦

[アメフト部パンサーズ]
甲子園ボウル制覇
9年ぶり学生日本一

12月

10月

デザイン・アート
学部/研究科構想発表

衣笠アートヴィレッジフェスティバル・
KINUGASA Redesign Project始動

6月

デザイン・アート
学部/研究科開設4月

7月

オープンイノベーション拠点
「GIC」

ウェルビーイング×
身体圏研究拠点
「CVIC」開設

4月

2025年大阪・関西万博へ
67企画に出展・参画 10月

立命館創始155年・学園創立125周年
記念式典・イベント開催

挑戦の
イメージ
形成

機運
醸成

身体圏研究
「J-PEAKS」採択

JAXA宇宙戦略基金事業
SX研究開発拠点に採択

7月

2月

新
領
域
へ
の
期
待

1月

期待感
醸成

46

「shiRUto」チャネル別PV数（2024年度）

順
位 記事名 公開日 総合PV

流入チャネル別PV

広告 自然検索 ソーシャル リファラル ダイレクト

1 安楽死が認められている国のいま 合法化から5年・
カナダの現状を専門家が解説 2024/3/29 253,400 188,969 59,371 839 1,328 2,793

2 なぜK-POPは私たちに心の福を掴むのか？ 
オジサン世代こそ知っておきたいK-POPの独自性と魅力 2024/5/30 183,968 177,271 5,119 88 797 693

3 野球の球速アップを抱える方の3つの特徴が明らかに 2024/4/25 149,910 137,544 10,646 131 876 713

4 フレイル予防に「舌圧トレーニング」
フレイルのサインは「口の中」に表れる？ 2022/11/10 90,910 89,281 1,235 1 62 331

5 人間にはネット情報を信じてしまうクセがある
エコーチェンバー効果を心理学者が解説 2024/2/8 87,517 82,608 4,281 32 123 473

6 セロリ・パセリの成分が不安や癌に効く？
注目成分「アピイン」が実現するWell-beingな未来 2023/10/12 50,529 48,862 1,322 14 99 232

7 「ゴジラ-1.0（マイナスワン）」は
なぜアメリカを熱狂させたのか 2024/5/16 35,931 161 32,559 66 1,789 1,361

8 村上春樹のおすすめの読み方は？ 最新刊
『街とその不確かな壁』を100％味わう文学部教授の方法 2023/7/20 30,110 27,914 2,027 8 51 110

9 ファストウォーキングを動画で解説 
50歳からの「足の変形」を抑える健康習慣 2021/7/6 23,595 22,864 604 39 40 248

10 ヒルトンなど外資系チェーンが京都・大阪に続々オープン 
ビジネス戦略と街への影響は？ 2024/11/21 22,883 22,075 121 4 560 103

45

プレスリリースの例
2025.6.2

125周年記念
ユナイテッドアローズとの協業で記念グッズを発売

写真を大きくすることでインパクトが大きく記者の目に止まった。
メジャーなファッションメディアでの掲載で、通常の教育分野だ
けでなく一般消費者に向けた露出に成功。125周年の認知に貢献。

PR会社分析

2025.6.2

株式会社近鉄百貨店と学校法人立命館
連携・協力に関する協定を締結

PR会社分析
共同リリースですが、内容が
コンパクトで分かりやすい。
共同通信・時事通信の2大通
信社が配信したにも関わらず、
地方紙の掲載が少なかったた
め、掲載されなかった理由を
ヒアリングするとよい。引き
続きリレーションの構築にも
力を入れるべき。

PR会社等とも連携し、月次でプレスリリース分析・パブリシティ
調査を実施。他大学の動向も含めて定量的に評価しながらPDCAを
回し、より効果的なプレスリリースを実現。
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56

SNS｜Instagram戦略

時節や「○○の日」本学のイベント・スポーツなどを
参考に年間計画（月次週次の運用で微調整）

日付 曜
日 記念日 学内

イベント
Instagram
投稿コンテンツ ストーリーズ

11月6日 木 硬式野球部
全国大会へ

硬式野球部
全国大会へ

11月7日 金 立冬 【#りつめいだより】
OIC Global Week

【#りつめいだより】
OIC Global Week

11月8日 土

11月9日 日 いい地球の日

11月10日 月 アメフト関学戦結果 アメフト関学戦結果

11月11日 火 ポッキー＆
プリッツの日

ポッキー＆プリッツの
日

11月12日 水 【#Rの歩み】
ズームアウトクイズ

【#Rの歩み】
ズームアウトクイズ

11月13日 木 生協レシピ
リクエスト大募集

11月14日 金 アンチエイジ
ングの日

【#Rの風景】
BKC紅葉

【#Rの風景】
BKC紅葉

11月15日 土 きものの日

11月16日 日 いい色の日 BKC
学園祭

11月17日 月 将棋の日 【#りつめいだより】
BKC学生祭典

【#りつめいだより】
BKC学生祭典

エンゲージメント率を高める工夫
・文面で「いいね」やコメントを誘導
・「後で見返したい情報」を含める →「保存」につなげる

投稿に際しての工夫
時間帯：11〜12時頃（お昼休み前）→ランチ時間に見られる

16〜17時頃（夕方）→授業や仕事後に見られる

投稿カレンダーの例投稿カレンダー

コンサルティングによる助言の反映

「Rの風景」「りつめいだより」などのシリーズネタや、
「◯◯の日」などの鉄板ネタはフォロワー獲得に直結

シリーズ・鉄板ネタ

55

SNS｜Instagram戦略

在校生 校友

「次世代研究大学」
「創発性人材」
「社会共生価値」
に関連する情報

進路に繋がる情報
日常生活に関連する情報
知識を得られる情報

など

ターゲットが興味のあること

産学連携したい企業
起業に関心のある学生
など

大学として伝えたいこと

重点キーワードに
関心を持ちうる層

ここに
アプローチ
したい

フォロワー外

 風景投稿などのシリーズものを中心に
エンゲージメント率は高く、目標KPI
まであと一歩の状況

 重点キーワード関連投稿のエンゲージ
メント率は低く、マーケティングゴー
ルに繋がっていない可能性

現状と課題

 エンゲージメント率の高い投稿は維持しつつ派生する新企画を検証
 フォロワーに浸透しやすいコンテンツに落とし込めていない

より浸透しやすいSNSライクなコンテンツを投稿していく
 フォロワー外により関心を持ってくれる層がいる

関心を持ちうる層に対してKW関連投稿を広告で配信し認知及び関心を持たせる

方針

54

デザイン・アート構想の広報展開

立命館大学デザイン・アート学部
立命館大学大学院
デザイン・アート学研究科

2026年4月
開設

KINUGASA Redesign Project／
衣笠アートヴィレッジフェスティバル

仁和寺や北野天満宮など衣笠キャンパス周辺の神社仏閣や
美術館等と連携した「KINUGASA Redesign Project」の
スタートを宣言。北野天満宮にて合同記者会見を実施した。
新設するデザイン・アート学部を核としながら、衣笠エリ
アを芸術や文化の集積地として国内外に魅力を発信し、実
践的な学びや観光の場となることを目指す。
第1弾として6月には「衣笠アートヴィレッジフェスティバ
ル」として周囲も巻き込んだイベントを開催し1万人以上
が来場。

“学部新設”というストレートな広報ではなく、
機運醸成を目的とし、様々な手法・タッチポイント
で発信を行い、盛り上がりと期待感を形成デザイン・アート学部/研究科の新設構想の姿を明確にし、

受験生をはじめとし社会向けに翻訳する基盤づくりを広報面
からサポートする。

構想概要
立命館大学衣笠キャンパスに2026年4月に設置する「デザイ
ン・アート学部／デザイン・アート学研究科」。総合大学で
ある立命館が、まち全体をラーニングプレイスとして、美的
感性に根差す共創を通じたダイナミックな自己変容の学びを
追求。多様で複雑な社会課題に新たな視点で挑む人材を育成。

広報としての役割

53

「宇宙」を軸とした研究・教学の広報展開

立命館大学 宇宙地球探査研究センター(ESEC)

「宇宙」を中心とした新領域の教育・研究力を戦略的に社会
へと発信。研究を通じた次世代研究大学のイメージ形成を
はかる。

ESEC概要
R2030で掲げる「次世代研究大学」の中核となる研究拠点と
して2023年7月に新設した宇宙地球探査研究センター(ESEC)
は、月や惑星における人類の生存圏拡張、居住・生活圏構築
に先駆けた探査拠点となる宇宙開発・インフラ構築の研究に
取り組む日本初の研究組織。JAXAとの連携協定や、SX研究
開発拠点(JAXA宇宙戦略基金事業)への採択を通じ、月・火星
面環境再現技術の開発と“宇宙人材”の育成に取り組む。

広報としての役割

2024年
1月

研究で寄与した
SLIMが

月面着陸成功

2025年
2月

SX研究開発
拠点に採択

2023年
7月
ESEC
設置を
発表

2023年
12月

元宇宙飛行士・
野口聡一氏が
学長特別補佐/
研究顧問に就任

全
体
の
動
き

広
報
の
展
開

2025年
4月

JAXAと
連携協定
締結

2025年
5月
宇宙

マネジメント
プログラム

開始

SX拠点採択
記者会見@東京

[朝日新聞GLOBE+]
連載記事掲載(3回)

大阪・関西万博
イベント出展

[PIVOT・日経]
野口聡一先生
対談動画・記事

125周年イベント
出展

SNS発信

大学HP
News＆Topics

プレスリリース

ESEC特設サイト

設置記念
シンポジウム

広報展開のタイムライン

「宇宙」展開
重点発信期間

2025年
後半期

次世代
研究力
を発信

“宇宙人材”の
育成を発信
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デザイン・アート構想広報展開のタイムライン

2024年
3月

デザイン・アート
学部/研究科
設置構想を発表

2026年
4月

新学部/
研究科
開設

2025年
9月
文科省
設置認可

2025年
2月

一般入試

2024年
11月

ブランディング
PRJチーム組成

2025年
4月

KINUGASA 
Redesign 

Project 発表

2025年
6月

衣笠アート
ヴィレッジ

フェスティバル
開催

メディア支局長
向け説明会

本サイト公開

記者向け
説明会

コンセプトブック・
パンフレット公開

大学HP
News＆
Topics

SNS
発信

教員
入試広報

[日経BP]ムック本
八重樫教授記事掲載

[PIVOT・日経]
八重樫教授×

佐藤可士和氏対談

ティザーサイト・コンテンツの充実化

SNS発信

大学HP
News＆Topics

プレスリリース 新学部が入る充光館
工事仮囲いをアート
ギャラリー化

[Casa 
BRUTUS]
立命館顧問・
千住博氏×
坂茂氏対談

書店連携・
交通広告など
街ジャック 一

般
入
試

全
体
の
動
き

広
報
の
展
開

広報展開のタイムライン

2026年4月
開設

デザイン・アート学部/研究科の新設構想の姿を明確にし、
受験生をはじめとし社会向けに翻訳する基盤づくりを広報面
からサポートする。

構想概要
立命館大学衣笠キャンパスに2026年4月に設置する「デザイ
ン・アート学部／デザイン・アート学研究科」。総合大学で
ある立命館が、まち全体をラーニングプレイスとして、美的
感性に根差す共創を通じたダイナミックな自己変容の学びを
追求。多様で複雑な社会課題に新たな視点で挑む人材を育成。

広報としての役割

立命館大学デザイン・アート学部
立命館大学大学院
デザイン・アート学研究科
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大阪・関西万博への参画と広報展開

2025年4月13日から184日間にわたり大阪・夢洲で開催された2025年大
阪・関西万博。立命館学園は立命館大学・APU・附属校が一体となり、
“オール立命館”体制で未来を切り拓く挑戦を展開。立命館大学では「万
博学生委員会おおきに」による学生主導の企画などを実施するなど、学
園全体で67もの企画に実施・参画した。
中心となるのは、教育をテーマとしたシグネチャーパビリオン「いのち
の遊び場 クラゲ館」への協賛。創造性あふれるワークショップや国際的
な発表の場を通じて、児童・生徒・学生が主体的に学び、社会とつなが
る貴重な機会を提供した。

オール立命館で挑んだ
大阪・関西万博

実施・参画した
企画数

67
参画期間

61日間*

*TEAM EXPOパビリオン内「ベストプラクティスエリア」での通期展示、
大阪ヘルスケアパビリオン内「タカラベルモントブース」の設計などは除く

実施者・運営として関わった
学生・生徒・児童・教職員

2400名+

広報戦略と取り組み

立命館×2025年大阪・関西万博特設サイト

 早期の万博特設サイト開設
►開幕前2年前の2023年6月に立ち上げ

 首都圏・関西メディアへの訪問
 メディア向けプレスセミナーの開催

►開幕直前・閉幕直後の実施で全国5大紙含む16名が参加

 全国向けの月次プレスリリース発信
►企画ごとではなく月次での発信とし情報量をコントロール

 メディアとの定期的なコミュニケーション
 メディア広告展開

早期からの関西/関東圏それぞれでのメディアリレーション・取り組みアピールにより
メディア露出は2025年1〜11月で累計400件を超え、全国規模での情報発信に成功

119



小城 擁ニ 氏　　atama plus 株式会社
　　　　　　　  大学・予備校支援事業部高大接続チームオーナー

新井 昌明 氏　　立命館大学 入学センター 入学課 課長

柏木 　崇 氏　　株式会社ベネッセコーポレーション
　　　　　　　  VIEW next 編集部 統括責任者

宿久 　洋 氏　　同志社大学 同志社データサイエンス・
                                  AI 教育プログラム運営委員会 委員長 
　　　　　　　  ／文化情報学部 教授

山本 康友 氏　　同志社女子大学 薬学部 教授

第６分科会

報告者

コーディネーター

EdTech で推進する個別化教育EdTech で推進する個別化教育
スライド 55

57

SNS｜Instagram戦略

PRコンサルティングなどを活用し、投稿や動画の分析を実施
► フォロワー獲得の状況やエンゲージメントを獲得する投稿の特徴を分析しつつ、低調なものの理由を分析
► 他大学など競合アカウントも分析しながら、ゴールとするファン獲得や、KPIであるフォロワー数・エンゲージメント獲得
に向けて、より効果的・効率的な運用をするための詳細な分析を実施し、ネクストアクションにつなげる

例）Instagram 2025年7-9月投稿ランキングエンゲージメント率TOP5 例）投稿分析のイメージ
PR会社分析

「キャンパスの建物を#レゴで再現」
や「創立記念日」など、立命館の歴史
を振り返るコンテンツがリーチ数を伸
長。レゴ投稿は、遊び心のある企画か
つリアルな再現度で興味を惹きつけた。
SNSで話題になりやすい仕掛けができ
ていた。

PR会社分析
「#Rの歩みサークル・部活動の変
遷」はエンゲージメント率が低調に。
「#Rの歩み」シリーズの中でもキャ
ンパスの風景など一般的なテーマと比
較して、興味を持つ層が限定的であっ
たと推測。歴史の変遷に留まらず、
「今」活躍する学生の熱量や魅力を伝
えることも効果的と考える。

120


